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川平学区連合町内会 

 

1. 概要 

昭和 54 年設立 5 町内会で組織（震災前は 6 町内会）、人口約 1 万人 

「誰もが安全に安心して暮らせる地域づくり」 

・各種団体（連合町内会の諸事業を実施する団体） 

学区民体育振興会、地区防犯協会、地区防火協会、地区児童福祉協議会、

地区交通安全協会、地区社会福祉協議会（地区民生委員児童委員協議会、

日赤奉仕団、募金会） 

平成 19 年 2 月 川平学区連合町内会自主防災行動計画を策定 

平成 21～22 年度 ・仙台市青葉区の「地域における災害対応計画策定モデル事業」実施 

47 団体が参加 

町内会、体育振興会、防犯協会、防火協会、児童福祉協議会、交通安全

協会、社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会、婦人防火クラブ、小

学校、中学校、私立高校、PTA、子ども会育成会、老人クラブ、民間の

福祉施設、内科・外科・小児科医院、整体・整骨院、商店、コンビニ、

地域包括支援センター、市民センター、コミュニティセンター等 

毎月最終日曜日に定例会開催 70～80 人が出席 

平成 22 年 8 月 ・講演会「中越大震災に学ぶ」 

講師 小千谷市本町 町内会長 

9 月 ・川平学区総合防災訓練実施 

避難所の開設、運営について 

（随時） ・研修会、講習会の実施 

カードゲーム形式 HUG（避難所運営ゲーム）、DIG(災害図上訓練）、ク

ロスロード（分かれ道） 

平成 23 年 2 月 ・ワークショップ開催 参加者約 60 名 

・地区住民に「川平地区災害対応計画（案）」を説明 

200 件以上の意見が提起される 

6 月 「川平地区災害対応計画」完成 

 

2. 東日本大震災 

平成 23年 3月 11日 

15 時過ぎ 

 

川平地区災害対策本部を設置 

16 時 30 分過ぎ ・地区災害対策本部と小学校とで協議し、指定避難所を自主的に開設 

・各町内会に避難所の照明用発電機、投光機、燃料の借用を要請 

17 時 30 分 避難者カードの発行、受付開始 

12 日朝 ・ガソリンスタンドと交渉、協力依頼 

・発電機、広報車、物資運搬車のガソリン、暖房用の灯油の優先的購入 

・大手スーパー2 社、地元スーパー1 社と交渉、協力依頼 

・食料、飲料水等の優先的購入 

14 日 電気復旧 

16 日 指定避難所の解散 

24 日 ・水道復旧 

・川平地区災害対策本部の解散 

資料２ 

島田委員 事例紹介資料 
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3. 震災後 

 ・ガソリンスタンド、スーパー、コンビニ等と災害時協定の締結 

 ・3 学区情報交換会（中山、桜ケ丘、川平） 6 月、12 月 

 ・3 学区同時防災訓練 

 

4. 今後の課題 

 ・急速に進む高齢化 

 ・役員の成り手不足 

 ・防災・減災から地域福祉へ 

 

 

川平団地町内会 

 

1. 概要 

昭和 54 年設立 約 1500 世帯、人口 4000 人弱 

安全・安心な「ふるさと川平」づくり 

昭和 56 年 町内会自主防災会組織 

平成 20 年 ・「町内会防災の日」設定 毎月 1 日 

・のぼり旗の掲揚 班長以上の役員 135 旗 

・防災無線の交信訓練 役員 20 機 

・防災用資機材の購入 2 倉庫 300 万円（1 倉庫分 150 万円） 

※震災後 1 倉庫分 150 万円を追加購入 

  

2. 東日本大震災 

平成 23 年 3 月 

 

・川平団地町内会災害対策本部を設置 24 時間体制 

・食料、飲料水等の確保に奔走 

・炊き出し、携帯電話の充電等に 24 時間体制で対応 

 

3. 震災後 

・町内会防災訓練 

安否確認（白タオルの掲示、今年度 65％）、非常電源の確保、給水栓による飲料水の確保 

・町内会事業改善検討委員会の設置 

アンケート実施、行事の見直し、役員の負担軽減等 

・集会所建替建設基金の創設（50 周年時に建て替え予定） 

 

4. 今後の課題 

連合町内会と同じ 
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川平小学校 

 

・マイスクール川平運営委員会  

地域の 27 団体が登録 設立 21 年目 

 

・川平学びのコミュニティ推進委員会 

学校、地域、近隣高校をつないで学びのコミュニティづくりを推進  

「親子ふれあいワクワクキャンプ」、「川小フェスタ」 

 

・川平土曜ミュージアム運営委員会 

仙台市土曜日の教育支援体制等構築事業 

「みんなの白菜ミュージアム」、「みそ仕込み体験学習」、「作って食べよう手打ちうどん」 

 

・川平小学校支援地域本部 地域教育協議会 

 学校との緊密な連携によって子どもの学びを支える「地域の応援団」 

ゲスト teacher、校外学習の引率補助、子ども見守り隊、草取り隊等 

 

・文知摺会（PTA役員 OB会） 

現 PTA との親睦、情報交換等、年 2 回開催 

 

・スポーツパパの会 

学校や地域の行事を応援 

 

・5 校連携（中山小・中、桜丘小・中、川平小） 


